
15/4/24 16時 11分

母
の
日
に
贈
る
花
と
い
え
ば
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
定
番
だ
が
、
最

近
は
ア
ジ
サ
イ
が
人
気
だ
と
い
う
。
日
本
古
来
の
花
と
し
て
親
し
ま

れ
、
幕
末
に
ド
イ
ツ
か
ら
来
日
し
た
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
、
お
滝
さ

ん
に
因
ん
で
オ
タ
ク
サ
と
い
う
学
名
が
あ
る
。
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
品

種
改
良
さ
れ
た
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ
イ
が
多
種
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
長

後
で
そ
の
花
作
り
を
す
る
井
上
佑
作
さ
ん
（
37
歳
）
を
訪
ね
た
。

第３０回 長後まつり
５月１６日(土) 前夜祭

５月１７日(日) 本祭

場所 長後公園他

☆ねば～る君などのお笑いタレン

トショー・模擬店・御神輿等、

イベントいっぱい！

長後まつり実行委員会

第１６回 こぶし祭
５月３０日(土)
午前９時～午後４時

５月３１日(日)
午前９時～午後３時

場所 こぶし荘 45-3121
☆模擬店・イベント盛りだくさ

ん、年齢を問わずどなたでも

どうぞ！

月 刊
２０１５年５月号
（平成２７年）
№４３７

昨
年
６
月
よ
り
始
め
た
上
高

倉
公
園(

湘
南
台
病
院
裏
手)

新

設
工
事
が
３
月
11
日
に
完
了
し

た
。
こ
の
公
園
は
、
近
隣
住
民
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
練
り
上

げ
た
計
画
案
を
基
に
工
事
さ
れ

た
も
の
で
、
園
路
が
上
高
倉
の
特

産
物
で
あ
る
ブ
ド
ウ
と
ナ
シ
の

形
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
な

ど
、
特
徴
の
あ
る
公
園
と
な
っ
て

い
る
。

芝
生
が
根
付
く
梅
雨
（
６
月
下

旬
）
頃
ま
で
養
生
期
間
と
し
て
芝

生
広
場
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
幅
広
い
年
齢
層
が

利
用
で
き
る
安
ら
ぎ
の
空
間
と

し
て
、
全
面
開
園
が
待
た
れ
る
。

長後だより編集委員会

藤沢市長後  ５１３

℡  ４４－１６２２

発行責任者 野渡 訓

５月５日は端午の節句

この日に、薬草である菖蒲で病気や邪気

を払う習わしが起源。柏の葉は新芽が出るま

で古い葉が落ちないことから「後継ぎが絶え

ないように」と柏餅を食べるようになったといわ

れている。（写真提供：伊勢屋）

ご
く
ろ
う
さ
ま

渡
邊

信
昭

退
職

島
田

伊
代

青
少
年
課

井
上

香
織

郷
土
歴
史
課

竹
内

貴
子

御
所
見
市
民
図
書
室

絵
手
紙

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
）

日
時

毎
月
第
2
木
曜
日

10
時
～
12
時

場
所

長
後
郵
便
局

会
費

月
７
０
０
円

講
師

鏑
木
静
子
先
生

申
込

北
見

千
代
子

 
 
 
 
 

（
46
）
０
４
１
６

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

牧
野

行
雄

地
域
担
当

山
本

菜
月 

 

地
域
担
当

瀬
川

博
之 

 

庶
務
担
当

松
沢

千
景

図
書
室
業
務
員

  長後地区防災講演会

  『突然の発災にどう対処すべき

か』

講師：佐藤 榮一

  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師）

日時：3月７日（土）
13時 30分～15時４0分

場所：長後市民センター 3階ホール
定員：成人 20人（2回とも出られる
方）

費用：無料

  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の

由
来
を
探
っ
て
み
た
。

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
）

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11

月
開
園
）

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長

鈴
木
富
雄
さ
ん
）

４
月
中
旬
、
綾
瀬
市
と
の
市
境

に
近
い
井
上
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で

は
母
の
日
に
向
け
て
出
荷
を
待

つ
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ジ
サ

イ
が
咲
き
始
め
て
い
た
。
鉢
数
で

は
ア
ジ
サ
イ
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
の
人
気
の
高
さ
が
う
か
が
え

た
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
母
の
日

ま
で
が
限
定
だ
が
、
ア
ジ
サ
イ
は

梅
雨
時
期
ま
で
出
荷
で
き
る
た

め
、
こ
の
ハ
ウ
ス
で
も
15
種
類

３
千
鉢
を
出
荷
予
定
と
い
う
。

井
上
さ
ん
が
ア
ジ
サ
イ
の
栽

培
を
始
め
る
た
め
に
茨
城
県
の

花
卉
農
家
に
研
修
に
行
っ
た
の

は
今
か
ら
14
年
前
、
大
学
卒
業

の
時
で
あ
っ
た
。
高
校
生
の
時
に

は
父
の
築
い
た
施
設
や
花
作
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
ぎ
た
い
と
決

め
て
い
た
。
し
か
し
、
始
め
て
み

て
そ
の
難
し
さ
に
戸
惑
う
事
も

多
か
っ
た
。

ア
ジ
サ
イ
の
繁
殖
は
挿
し
木

で
行
わ
れ
る
。
発
根
し
た
苗
を
、

花
の
色
に
よ
っ
て
成
分
の
違
う

土
に
植
え
、
灌
水
は
井
戸
水
を
、

気
温
に
合
わ
せ
た
温
度
管
理
、
葉

は
半
日
陰
、
開
花
に
は
日
照
が
必

要
と
気
の
抜
け
な
い
作
業
が
続

く
。
挿
し
木
か
ら
開
花
ま
で
１
年

間
の
サ
イ
ク
ル
で
、
出
荷
と
同
時

に
挿
し
木
も
行
う
。

井
上
さ
ん
は
、
既
存
の
物
を
栽

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
・市
民
図
書
室
職
員
の
4/1
付
異
動

市
民
図
書
室
職
員
異
動

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ジ
サ
イ
作
り
に
挑
戦

四
季
の
花
を
栽
培
す
る
花
卉
農
家
の
二
代
目

培
す
る
だ
け
で
は
物
足
り
な
い

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ジ
サ
イ
作

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
土
や
水

の
成
分
で
色
を
変
え
る
微
妙
で

繊
細
な
ア
ジ
サ
イ
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
る
う
ち
、
今
年
は
思
い
が
け

ず
緑
色
の
花
の
ア
ジ
サ
イ
が
生

ま
れ
た
。

人
為
だ
け
で
な
く
偶
然
性
に

も
左
右
さ
れ
る
新
品
種
の
誕
生

に
井
上
さ
ん
の
挑
戦
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
。

ド
ウ
と
ナ
シ
が
モ
チ
ー

上
高
倉
公
園
が
完
成



17/1/15 0時 33分 
 

 
 

 

 

 

 

第
４
回 

す
く
す
く
応
援
事
業 

｢

長
後
子
育
て
メ
ッ
セ｣

 

日
時 

５
月
19
日(

火) 

 
 
 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
２
、
３
階 

内
容 

人
形
劇
・
親
子
体
操
ほ
か 

親
子
で
楽
し
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
満
載 

25
周
年
わ
ん
ぱ
く
城
ま
つ
り 

日
時 

６
月
６
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

13
時
30
分
～ 

費
用 

無
料 

内
容 

ゲ
ー
ム
・
当
て
く
じ
・ 

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど 

対
象 

ど
な
た
で
も 

未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴 

場
所 

わ
ん
ぱ
く
城
子
ど
も
の
家 

問
合
せ 

 
(

45)

０
０
８
０ 

※
荷
物
は
な
る
べ
く
持
っ
て
こ

な
い
で
く
だ
さ
い 

 

て
き
た
気
持
ち
で
す
」
と
語
る
。 

 

高
校
か
ら
始
め
た
陸
上
、
や

り
投
げ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全
国

２
位
、
県
の
高
校
記
録
を
ぬ
り

替
え
、
大
学
、
教
員
時
代
も
国

体
で
活
躍
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー

マ
ン
。「
藤
総
の
生
徒
の
積
極
的

な
活
動
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
心

を
育
て
た
い
。
生
徒
達
が
地
域

に
参
加
で
き
る
場
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
人
の
役
に
立
て
た
と

い
う
気
持
ち
や
達
成
感
を
感
じ

さ
せ
た
い
。
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。 

  

 

 

☆
春
を
謳
歌
し
た
桜
の

木
々
に
若
葉
が
萌
え
、
初

夏
を
彩
る
。
街
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
も
新
し
い

人
々
を
加
え
て
活
動
を

開
始
し
た
。
不
本
意
な
ま

ま
に
そ
の
一
員
に
な
っ

た
人
も
き
っ
と
い
る
に

違
い
な
い
。
「
利
他
的
な

種
族
が
こ
の
地
球
上
に

生
き
残
っ
た
」
（
進
化
論

を
唱
え
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
）

と
い
う
。
次
世
代
へ
命
を

つ
な
ぐ
た
め
に
私
達
に

与
え
ら
れ
た
使
命
か
も

し
れ
な
い
。 

☆
５
月
の
第
２
日
曜
日

は
母
の
日
（
今
年
は
５
月

10
日
）
。
「
母
は
舟
の
一

族
だ
ろ
う
か
。
心
も
ち
傾

い
て
い
る
の
は
ど
ん
な

荷
物
を
積
み
す
ぎ
て
い

る
せ
い
か
」
（
吉
野
弘
詩

集
）
。
こ
ん
な
や
さ
し
い

目
を
子
に
向
け
ら
れ
た

ら
…
母
は
何
も
望
み
ま

せ
ん
！
（
Ｓ
・
Ｓ
） 

  

「
仕
事
に
対
し
て
常
に
疑
問

を
持
ち
、
創
意
工
夫
を
し
て
き

ま
し
た
」
。
長
後
在
住
の
若
林
克

巳
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
実

家
の
後
継
者
と
し
て
婦
人
服
の

製
造
業
を
経
営
。
数
々
の
洋
裁

関
連
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
習
得
し

た
キ
ャ
リ
ア
40
年
の
ベ
テ
ラ
ン

だ
。
現
在
は
洋
裁
に
関
し
て
の

造
詣
の
深
さ
を
生
か
し
、
藤
沢 

市
技
能
団
体
連
合
協
議
会
の
会

長
と
し
て
９
年
間
、
市
内
の
技

能
者
の
技
術
向
上
や
職
人
技
術

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
貢
献
し
て

い
る
。
ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス

タ
や
小
学
校
の
体
験
教
室
に
招

か
れ
た
際
に
は
子
ど
も
達
の
目

の
前
で
技
術
を
披
露
し
た
。 

「
若
い
う
ち
か
ら
職
業
意
識
を

持
つ
事
は
よ
い
こ
と
。
そ
し
て

技
術
を
持
つ
事
の
素
晴
ら
し
さ 

 

 

  

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
に
気
づ
い

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
。 

 

物
づ
く
り
の
過
程
で
問
題
が 

生
じ
た
り
、
苦
労
を
し
て
も
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
先
に
お
客

さ
ま
の
喜
ぶ
笑
顔
を
見
る
と
本 

       

当
に
嬉
し
い
と
、
技
術
職
な
ら

で
は
の
醍
醐
味
と
、
仕
事
の
達

成
感
、
や
り
が
い
に
つ
い
て
語

る
。
そ
こ
に
は
日
々
の
何
事
に

も
取
り
組
む
前
向
き
な
努
力
、

探
究
心
、
そ
し
て
謙
虚
な
姿
勢

も
う
か
が
わ
れ
る
。
「
何
事
も

楽
し
ん
で
。
ま
た
何
事
も
楽
し

め
る
工
夫
を
」
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。 

 

若林克巳さん 

訂
正 

４
月
号
の
長
後
中
学
校

ク
ラ
ス
数
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。 

 
 

正 

３
ク
ラ
ス 

 
 
 

誤 

５
ク
ラ
ス 

編
集
後
記 

 

 

場
所 

長
後
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル 

内
容 

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習 

講
師 

石
井
ゆ
き
子
先
生 

申
込 

小
森
谷 

(

45)

７
５
７
６ 

湘
南
二
胡
サ
ー
ク
ル 

日
時 

毎
月
第
１
、
３
水
曜
日 

 
 
 
 
 
 

９
時
～
11
時 

場
所 

長
後
公
民
館 

会
費 
月
１
５
０
０
円 

内
容 

二
胡
を
楽
し
く
習
う 

講
師 

陳
麗
華
先
生 

申
込 

横
山 

(

44)
０
１
２
８ 

 

 

学
校
長
紹
介 

藤
沢
総
合
高
等
学
校 佐野朗子校長 

満
開
の
桜
の
下
、
藤
沢
総
合

高
校
に
佐
野
朗
子
校
長
が
着
任

し
た
。
横
浜
市
出
身
で
現
在
も

横
浜
在
住
。
藤
沢
総
合
高
校
は

か
つ
て
、
教
頭
、
副
校
長
と
し

て
２
年
勤
務
し
「
長
後
に
帰
っ 

 

３
B
体
操 

無
料
体
験 

日
時 

５
月
15
、
22
日
（
金
） 

 
 
 
 

19
時
～
22
時
30
分 

場
所 

長
後
公
民
館
保
育
室 

費
用 

無
料 

内
容 

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ヨ
ー
ガ 

講
師 

宮
崎
か
よ
子
先
生 

申
込 

加
藤 

(

44)

８
６
０
２

グ
リ
ン
ロ
ー
ズ 

モ
ミ
ラ
ニ 

日
時 

５
月
15
日
（
金
） 

11
時
～
12
時(

１
部)

ベ
ー
シ
ッ
ク 

12
時
～
13
時(

２
部)

フ
ラ
ダ
ン
ス 

   

今
年
も
サ
ロ
ン
元
気
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防

の
教
室
で
す
。
今
年
度
は
、「
体

を
動
か
す
」
を
目
的
に
様
々
な

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

藤
沢
湘
南
台
病
院
内
施
設
を
中

心
に
長
後
公
民
館
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
月
に
２
回 

 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー
ま
で 

(

45)
１
１
２
１ 

 

  

 

あ
き
こ 

     

４
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
、

湘
南
地
区
の
先
生
に
よ
る
篠
笛

同
好
会
の
演
奏
会
（
長
後
共
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
援
）
が
長
後
中
学

校
和
室
で
開
催 

さ
れ
た
。 

 

３
月
末
ま
で
長
後
中
に
在
職

さ
れ
た
長
田
光
子
教
頭
も
同
好

会
の
一
員
で
、
昨
年
に
続
い
て

２
回
目
と
な
る
。 

  
 

 

     

演
目
は
月
の
砂
漠
、
青
葉
の

笛
、
祖
谷
の
粉
ひ
き
歌
な
ど
９

曲
、
や
さ
し
い
篠
笛
の
響
き
が

琴
線
に
触
れ
る
。
ま
た
、
同 

  好
会
の
講
師
に
よ
る
演
奏
で
は

空
気
を
切
り
裂
く
一
声
に
息
を

呑
み
、
澄
ん
だ
音
色
が
幽
玄
の

世
界
に
誘
う
。
演
目
は
長
田
教 

  

      

頭
の
「
竹
の
唄
」
の
演
奏
で
終

わ
り
、
そ
の
後
は
会
場
の
全
員

で
「
花
」
を
合
唱
し
て
閉
会
と 

     

な
っ
た
。
春
宵
の
一
刻
、
ま
さ

に
値
千
金
で
あ
っ
た
。 

 
 

程
の
教
室
で
す
が
、
顔
見
知
り

を
増
や
し
皆
で
体
を
動
か
す
事

の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。 

申
込
期
間 

４
月
24
日
～
５
月
20
日 

申
込
み
用
紙
配
布
場
所 

 

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
、
長
後
い

き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

こ
ぶ
し
荘 

問
合
せ
・
申
込
み 

 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト 

セ
ン
タ
ー
ま
で 

(

45)

１
１
２
１ 

 

  

 

お
わ
び 

シ
リ
ー
ズ
・
わ
が
ま
ち

再
発
見
で
「
屋
号
」
に

つ
い
て
掲
載
予
定
で
し

た
が
、
紙
面
の
都
合
上

６
月
号
に
掲
載
し
ま
す 

藤沢市防災ラジオ 

 
長後市民センター 
地域担当で申込み書配布 
受付 ５月１５日（金） 

～２８日（木） 
日曜を除く 

費用 ２０００円 
 

 


